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(1) パルス幅1. 5 ピコ秒のガラスレーザーパルスの 4 倍高調波変換の実験において非線形光学結晶として CLBO 結晶
を用いている o この結晶は大阪大学にて開発された，超短パノレス光においても総合的に高い性能を有する新しい非
線形光学結晶である o 実験結果として基本波(波長 lμm) から 4 倍高調波光への変換効率24%が得られている。






得られた。結晶の厚さ等の最適化をはかることにより 50GW/cnfの入射基本波で 4 倍高調波への変換効率47%が計
算により示された。
(4) 開発された波長可変超短ノfノレスレーザーを用いたレーザーと物質の相互作用，特に物質の相転移のおこるパラメー
タ領域の現象を調べようとする応、用実験について紹介している o この実験はレーザーによるマテリアルプロセス，
プラズ、マ生成の初期過程に関する研究に貢献するものと期待される。
以上のように，本論文は超短パルスレーザーの波長変換の特性を実験的及び理論的に明らかにし物理的・工学的に
数多くの知見を与えているo レーザー工学及びレーザ一応用に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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